
事業の概要

現在、大分市が所有している福宗環境センター清掃工場・リサイクルプラザ及び佐野清掃セ

ンター清掃工場では、臼杵市、竹田市、由布市、津久見市から排出される一般廃棄物の広域処

理を行なっていますが、老朽化が進行していることから、新たな一般廃棄物処理施設（以下、

「新環境センター」という。）を計画的に整備する必要が生じてきました。

また、大分都市広域圏の構成市である豊後大野市の所有するごみ処理施設についても更新時

期が迫ってきており、新環境センターでの広域処理に参加の意向が示されたことから、６市か

ら排出される一般廃棄物の処理を行う施設の整備を大分市が主体となって行っています。
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(5)特別高圧電線調査・接続事業

４ 整備する主な施設

※ 津久見市の可燃ごみは令和3年度から大分市で受入開始
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【 新清掃工場の処理方式（候補）】

ストーカ式焼却方式 シャフト炉式ガス化溶融方式 流動床式ガス化溶融方式

１）新清掃工場（可燃物処理施設）・・・６８８ｔ/日（対象地域：６市）

２）新リサイクルセンター・・・７９．９ｔ/５ｈ（対象地域：大分市、臼杵市、由布市）

※ 埋立場は既存施設を引き続き活用します。

※ 落札事業者が提案した処理方式を最終的な処理方式とします

現在進行中の事業（環境影響評価）６

大分県環境影響評価条例に基づき、新環境センター整備事業が環境に及ぼす影響について、調査、

予測及び評価を行い、その結果に基づいて建設・運営事業の内容をより環境に配慮したものとしてい

くことを目的として環境影響評価を実施しています。

計画段階
環境配慮書手続

実施計画書手続

事業の位置・規模等の複数案について、既存資料等により環境影
響を比較整理し公表

環境アセスメントの調査・予測・評価の方法を公告

環境影響評価
（現地調査）

地域の環境情報について調査し、事業を行なった場合に環境がど
のように変化するかを予測した上で、環境への影響について検討

準備書手続 調査・予測・評価の上、環境保全措置の検討結果を公告

評価書手続 準備書に対する意見を踏まえて必要な修正を行い公告
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５ 環境保全基準

※ 処理能力は、最新情報を基に見直しを行い、今年度中に決定する予定です。
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法規制値

0.04ｇ/N㎥

430ppm

 K値　2.34
(※３５０ｐｐｍ）

250ppm

0.1ng-TEQ/N㎥

既設：50㎍/N㎥
新設：30㎍/N㎥

水銀
《2018年4月～》

50㎍/N㎥ 30㎍/N㎥

窒素酸化物 60ppm 50ppm

ダイオキシン類 0.1ng-TEQ/N㎥ 0.05ng-TEQ/N㎥

塩化水素 30ppm 30ppm

硫黄酸化物 20ppm 20ppm

既存施設（佐野）
自主管理値

新清掃工場
自主管理値

ばいじん 0.02ｇ/N㎥ 0.01ｇ/N㎥

※ K値は、硫黄酸化物を算出する際に用いられる大気汚染防止法で定められた定数で、煙突の高さや地域によって濃度は変わります。
仮に、K値を用いて硫黄酸化物濃度を積算した場合、佐野清掃センターの自主管理値濃度は法規制値の35分の2の値です。


